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{基 本 理 怠 》人 道 ・博 憂・奉 仕 の 赤 十 字 精 神 に暴 つ き 、医 療 を 通 じて 、i也域 社会 に 貢 献 し ます.一一・

松山赤十字病院循環器センターの役割

循環 器 疾 患 は 、 急 性

陛 冠 症候 群C冠 ξ性 心筋 梗 塞 、

イく安 定5吏'む 症 等)、 急
}、.

性 心 不 令 、 亜 症 不 整 脈 、

急 姓 大動 脈 解 離 な ど緊

急 治 療 を要 す る疾 患 が

多 いの が 特 徴 で す 。 緊

急H寺 、し、カ・に 速 誓⊃カ・に循環器センター

芦 原 俊 昭 循環器の専門施設へ忠

書搬送を行い得 るかが

救命率を ヒげる大きな要素と考えられます、、当セン

ターでは、地域医療に携わる先生方からの要詰があ

れば24時 問受け人れ る体制[CCUホ ッ トライン]

をとってお ります,急 性冠症候群(急 性心筋梗塞.

不安定狭心症等)に対 しては緊急のPCI(経 皮的冠動

脈インダーベンション;風 船やステントを用いた冠

動脈再灌流療法)が24時 間体制で可能ですし、心

臓血管外科でも緊急のr術 に対応 しています。また、

当院の再来患者 さんや当院からの逆紹介で 「かかり

つけ医」による診療を受けておられる患 者さんの病

態が急変した時もいつでも受け入れる体制をとって

おります,、

新たな治療法

H19年9月 頃からは不整脈に対する治療の・一つ

としてカテーテルアブレーション(カ テーテルを用

いて不整脈の原因となる心筋組織を破壌 し、不整脈

を治療する方法)を 始める予定です。またH20年 か

らは,慢 性心不全に対 して心臓再同期療法および突

然死予防σ.)ため植え込み型除細動器による治療 も開

始することにしています、,

リスクの差別化

当センターでは、心疾患に対するアプローチとし

てリスクの層別化を最も重要と考えております。例

えば虚血性心臓病に対 しては、低、中、高 リスクと

層別化した ヒで、中等度以 ヒの リスクと判断 された

症例に負荷心電図や負荷心筋シンチを施行 し、更に

層別化をすすめます。その結果中等度以Lの リスク

と判断された症例について冠動脈造影(CAG)を

施 行し、それぞれに最適な治療法を選択 します、,従

ってPCI(イ ン ターベンション治療)は 胸痛 を訴え

て来院した症例のわずかに過ぎません、,このように

リ.スク層別fヒをそ了うことがイや必要な検査 ・治療を省き、

治療効果の改善とともに医療費の有効な利用につな

がることになります、,

今後の目標

われわれ循環器専門医は、PCIや バ イパ スr術 な

どをはじめ専門的な技術を用いて治療効果をあげる

ことを求められています。従ってPCIや 千術の成績

を上げ、その予後を改善する努力をすることは当然

です、、しかし、今般の医療制度の変更にともな一)て

各専門医がPCIや 手術件数を増やすことだけを主目

標とするようであれば適切な医療とはいえません し.

患者さんが不利益を被ることになります、、手術件数 ・

乎術成績を ヒげるだけでなく、当院循環器センター

を受診するすべての症例の治療成績をLげ 、予後を

改善することが最も重要だと心得ます,私 どもは今

後とも手術成績は無論のこと、内科的薬物療法の適

切な選択によりすべての症例のアウトカムを改 善す

る努力を続けていきたいと考えております、,



問 題 解 決 の お 手 伝 い一 一…

当院では、地域がん診療運携拠点病院の指定に伴い、かねてよ り手狭であ

った地域医療連携室の医療相談窓ロの拡張工事を行いました.

これにより、医療相談力ウンターや医療相談室が新設され、ブライバシー

にも配慮 した二新たな相談支援体制が整し、ました.

がんに関する相談に限らず、色々な病気や治療に.恒,

関すること、縦 活に関すること、医麟 福祉 ・1蜜

介護サービス等に関することの質問や相談に応じ、

問題解決のお手伝いをさせていただきます..●

どなたでも、お気軽にこ相談にお越し下さい。 ≧
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西日本最高峰 ・日本百名山のひとつに数え らる霊峰石鎚山(標 高1982メ ー トル)の

お山開きに伴う救護活動を関係機関の協力を得て、7月1日 から10日 にかけて行いま した・

この救護活動は、今年で25回 目とな り、傷病者

に対す る処置、治療 を迅速 ・的確に行 うために、成

就社班 と士小屋班に分かれ、医師11名 、看護師2

1名 、救護主事6名 が救護活動にあた りました。

救護期間中は、雨の多い悪条件とな りま したが、

登山者数19,500名 に対 し、護送3名 、担架搬送

5名 、救急搬送3名 の ほか、筋肉痛 、虫さされ、関

節痛、擦過傷など延べ170名 の 救護を行いま した。

7月7日(士)に 松山赤十字看護学校の学生による恒

例の七夕祭りを病院のロビーで開催しました。学生達は、

この日に向けて2ヶ 月前からダンスや劇の練習に取り組

み、お面や折 り鶴を作り、

催 し物の準備をしてきま

した。当日は、多くの方

に参加頂き、金魚すくいやヨーヨー、輪投げなどに

患者様の笑顔があふれま した。
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